
 

 

Ⅲ 活動報告 
 

１．平成２９年度 

（１） 平成２９年度「私立大学研究ブランディング事業」採択に関する記者会見開催 

平成２９年１１月１０日（金）に「藍の家」にて記者会見を行った。 

会見では、松重和美学長から事業概要の説明があり、続いて近藤真紀教授から食用藍による機

能性表示食品の開発等について、また、有内則子准教授から藍文化の継承や藍の知の拠点づくり

についてなど、各取組みの詳細について説明があった。 

 

 
 

                                                                             

 

 

 

（２） 『四国大学附属新あわ学研究所「特別講演会」』にて講演 

平成２９年１２月１６日(土)に四国大学交流プラザにて四国大学付属新あわ学研究所主催「特別講

演会」を開催した。 

この中で松重和美学長から「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の概要

説明があり、生活科学部管理栄養士養成課程近藤真紀教授が「阿波食用藍の可能性～生活習慣

病の観点から～」と題して講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

松重学長による講演 

近藤教授による食べる藍に関する講演 

 

 

・藍の価値を高め、日本中に広まるつながりに取り組んで行ってもらいたい。 
・徳島で生まれ、徳島の藍をもっと知り、もっと宣伝していきたい。 
・藍を使って行うクッキング教室をしてほしいです。できればスイーツを作りたいです。 
・ロウケツ染め 
・何か形に残るモノを創っていただきたいです。 
・藍の機能性成分分析を更に進めてほしい。 
・芳藍祭でいつも藍入りパウンドケーキを買うことができません。少し量を増やしていただければ嬉しい

です。薬よりも藍と仲良くしたいと思います。 
・藍の流通の歴史なども取り上げてほしい。 
・発酵について 
・産業との連携をお願いします。 
・阿波藍(染・天然発酵染液)は阿波徳島の産業、文化科学の礎です。日本の宝と言わしめた知的財産です。

地理的表示(GI)保護制度が施行されて４年にもなりますが無数の有用微生物によってつくられた藍色
の原点、阿波藍の GI を取得する事を切望致します。何事も原点のものを大切にすること、GI とる事は
最優先されるべきです。GI は世界へ発信するための大きな原動力となり未来に向けて若者に夢と希望
を与えてくれるものです。 

・藍の色素(インディゴ)の健康に及ぼす影響を医学、薬学、栄養学分野から探索しその結果を通し「色素
の普遍的意味」を究明してほしい。 

・色素の研究(特に色素の健康) 
・藍のカス、また廃棄される原料を使った固形熱料などの研究。髪の染料(頭皮や髪に良い薬品)。薬(医薬

品 etc)。化粧品 
・藍を使った文具(えんぴつなど)子どもに普及できる。藍を使ったスポーツドリンクの研究(大塚製薬な

ど)、オリンピックをはじめスポーツする人たちへ使ってもらい普及させる。 
・オリンピックカラーも藍なのでこれから、藍をどんどん暮らし、生活の中に取り入れていきたいです。

ありがとうございます。 
・藍の種子より油を搾油して、工業用原料として利用する方法を確立し、藍の産業の再生を目指す。塗料

の生産(顔料)、沈殿藍の工業化 
・歴史のある大学のこれからの活躍が楽しみです。 
・東京オリパラでの藍の発信 
・日常生活で普遍的に藍が感じることができるよう、企業や自治体等と連携をすすめてほしい。日本、世

界で「藍」の研究といえば「四国大学」となるようこれからも研究や取り組みを進めてください。 
・タイアップイベントや公募プログラムも行ってほしい!!昨日、本日のフォーラムを知り参加しました。

本当に藍についての深い内容で素晴らしかった。もっと活動をアピールして欲しいと強く感じました。 
・那賀町相生小学校５年生が取り組んでいます。何か地域の連携との連携で協力できることがありました

ら連絡ください。 
・東京オリ・パラが１つのくぎりだと思いますが、できたらその後も活動を継続していただきたいです。 
・発展として、児島のジーンズの様にビッグビジネスにつながるようなプロジェクトを作っていただきた

い。 
・人材育成(藍すくも作り) 
・阿波藍の知的拠点への取り組みの成功で祈念しております。 
・生葉で染める事も可能なのでしょうか？食べる藍はとても関心があります。今後の研究を楽しみにして

おります。 
・藍のアート作品を世に出してほしいです。 
・阿波藍が明治時代まで全国シェア 1 位だった理由の 1 つに品質の良さがあったと言われますが、他地

域のすくもよりどのような点で優れていたのか科学的な視点で解明することは可能でしょうか？ 
・事業についての情報発信のまとめ、サテライトでよいから知らせてほしい。 
・防虫・抗菌作用の研究(人間に対する) 
・藍を使って、副作用のない薬を開発できないでしょうか？ 
・情報発信と情報収集共に、日本を代表する組織を作ってください。質問を受け付けて頂けると嬉しく思

います。 
・食用藍 
・商品開発について、徳島県市の推進等がクールビズとして着用できるし、シャツも開発し沖縄の「かり

ゆし」のうようにクールビズで着用できるようにして欲しい。 
・100 年後にも残せる手法・技術の創造。 
・もっと全世界にも発展するように御願い致します。県の取り組みが弱いのが気になります。 
・現在、藍のクッキーなどしか知らないからあまり何も言えないが、藍の食べ物をもっといろんな人に知

ってもらいたいと思った。 
・ブランディングに参加できる機会があれば、一緒に藍食品を作ってみたいです。 
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２．平成３０年度 

（１） 「阿波藍の食用機能性に関する研究成果」記者説明会開催 

平成３０年５月７日（月）に四国大学で「阿波藍の食用機能性に関する研究成果」について、興

味ある研究成果が得られたため記者説明会を開催した。 

松重和美学長、生活科学部管理栄養士養成課程近藤真紀教授、人間生活科学研究科人間生活科

学専攻修士課程本村衛由・小谷航が出席した。 

この中で、①葉の体重増加抑制、腹腔内脂肪重量減少効果、②藍葉・藍種子の血清脂質と血糖改

善効果を確認したことを報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

（２） 『四国大学付属新あわ学研究所「特別講演会』にて講演 

平成３０年９月１９日（水）に四国大学にて四国大学付属新あわ学研究所と共催で「特別講演会」

を開催した。 

徳島県農林水産総合技術支援センター井村恒治専門研究員が「タデ藍における青色色素高濃

度化技術の開発」と題して、吉原均専門研究員が「タデ藍の研究について」と題して講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国大学での記者説明会の様子 

村井恒治氏による発表 

吉原均氏による発表 

松重学長挨拶 

 

 

（３） 「私立大学研究ブランディング事業」ホームページ開設 

平成３０年１月５日（金）に「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」のホームペ

ージを開設した。     

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.shikoku-u.ac.jp/subaru 

 

 

（４） 徳島インディゴソックスの選手が球団Ｔシャツの藍染を体験 

平成３０年２月２０日（火）、２７日（火）に四国大学「藍の家」にて徳島インディゴソックスの選手が球団Ｔ

シャツの藍染を体験した。 

生活科学科有内則子准教授が「藍染めの魅力とこれから」と題して講義を行った。その後、選手の皆さ

んが思い思いのデザインでＴシャツを絞り染めした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

インディゴソックスの選手が有内准教授

の指導を受け、藍染をしている様子 
選手が染めたＴシャツ 
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２．平成３０年度 

（１） 「阿波藍の食用機能性に関する研究成果」記者説明会開催 

平成３０年５月７日（月）に四国大学で「阿波藍の食用機能性に関する研究成果」について、興

味ある研究成果が得られたため記者説明会を開催した。 

松重和美学長、生活科学部管理栄養士養成課程近藤真紀教授、人間生活科学研究科人間生活科

学専攻修士課程本村衛由・小谷航が出席した。 

この中で、①葉の体重増加抑制、腹腔内脂肪重量減少効果、②藍葉・藍種子の血清脂質と血糖改

善効果を確認したことを報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

（２） 『四国大学付属新あわ学研究所「特別講演会』にて講演 

平成３０年９月１９日（水）に四国大学にて四国大学付属新あわ学研究所と共催で「特別講演会」
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四国大学での記者説明会の様子 

村井恒治氏による発表 

吉原均氏による発表 

松重学長挨拶 

 

 

（３） 「私立大学研究ブランディング事業」ホームページ開設 

平成３０年１月５日（金）に「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」のホームペ

ージを開設した。     
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（４） 徳島インディゴソックスの選手が球団Ｔシャツの藍染を体験 

平成３０年２月２０日（火）、２７日（火）に四国大学「藍の家」にて徳島インディゴソックスの選手が球団Ｔ

シャツの藍染を体験した。 
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インディゴソックスの選手が有内准教授

の指導を受け、藍染をしている様子 
選手が染めたＴシャツ 
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（４） 「藍染和傘とランプシェード」製作 

四国大学生活科学部生活科学科２年「生活文化論Ⅱ」の授業で、藍染めした和紙や布を使った和

傘（日傘・ミニ和傘）とランプシェードを製作した。美馬市の「美馬和傘製作集団」から講師を派遣して

いただき、学生は、徳島の伝統産業である「藍染め」と「美馬和傘」について学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

                            

  

制作したフォトブック 

３回の授業で和傘の歴史から製作まで学生が学んだ 

フォトブックから抜粋 

 

 

（３） 「藍染め和紙を使った美馬和傘」製作及び製作工程の映像作成 

四国大学が包括的連携協定を締結している美馬市の伝統産業である「美馬和傘」を「美馬和傘製

作集団」の指導を受けながら生活科学科４年生が卒業制作の一環として「藍染め和紙を使った美馬

和傘」を製作した。また、製作状況を写真や映像としてアーカイブ化した。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 美馬和傘ＰＲビデオ（約３分） 美馬和傘製作工程紹介ビデオ（約６０分） 

制作したフォトブックの表紙 

夏休みを利用して、美馬市にある工房へ通い、 

竹の骨組みから仕上げまで行った 

フォトブックより抜粋 
撮影場所：うだつの町並み 

 

 

（３） 「藍染め和紙を使った美馬和傘」製作及び製作工程の映像作成 

四国大学が包括的連携協定を締結している美馬市の伝統産業である「美馬和傘」を「美馬和傘製

作集団」の指導を受けながら生活科学科４年生が卒業制作の一環として「藍染め和紙を使った美馬

和傘」を製作した。また、製作状況を写真や映像としてアーカイブ化した。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 美馬和傘ＰＲビデオ（約３分） 美馬和傘製作工程紹介ビデオ（約６０分） 

制作したフォトブックの表紙 

夏休みを利用して、美馬市にある工房へ通い、 

竹の骨組みから仕上げまで行った 

フォトブックより抜粋 
撮影場所：うだつの町並み 
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（４） 「藍染和傘とランプシェード」製作 
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制作したフォトブック 

３回の授業で和傘の歴史から製作まで学生が学んだ 
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（３） 「藍染め和紙を使った美馬和傘」製作及び製作工程の映像作成 

四国大学が包括的連携協定を締結している美馬市の伝統産業である「美馬和傘」を「美馬和傘製

作集団」の指導を受けながら生活科学科４年生が卒業制作の一環として「藍染め和紙を使った美馬

和傘」を製作した。また、製作状況を写真や映像としてアーカイブ化した。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 美馬和傘ＰＲビデオ（約３分） 美馬和傘製作工程紹介ビデオ（約６０分） 

制作したフォトブックの表紙 

夏休みを利用して、美馬市にある工房へ通い、 
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フォトブックより抜粋 
撮影場所：うだつの町並み 
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（６） 「とくしま藍の日記念シンポジウム」への参加 

平成３０年７月２４日（火）にホテルグランビリオン徳島で開催された徳島県主催「とくしま藍の日

記念シンポジウム」で生活科学部管理栄養士養成課程近藤真紀教授が講演を行った。また、「四国

大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」に関するパネルを展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 「藍サミット２０１９ in 徳島」への参加 

平成３１年２月９日（土）に徳島市ふれあい健康館で開催された徳島県主催「藍サミット２０１９ in

徳島」に参加した。オープニングで四国大学書道文化学科の学生が「沈殿藍」を使った書道パフォ

ーマンスを披露した。 

また、石井町教育委員会所蔵の「藍農工作之風景略図（絵巻）」の複製品、学生が製作した藍染

作品、「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の紹介パネル等を展示して「藍」

の情報発信を行った。 

 

 

 

 

 

 

                    オープニングでの学生による書道パフォーマンスの様子 

 

                四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）のブース 

 

 

 

 

（５） 石井町教育委員会所蔵「藍農工作之風景略図（絵巻）」の複製・図録の発行 

石井町教育委員会所蔵の「蒅（すくも）」の製造工程を描いた絵巻を四国大学が写真撮影を行っ

た。そのデータを利用して「藍農工作之風景略図」の複製を制作した。また、この絵巻を紹介する展

示用のパネルを制作して、藍の情報発信を積極的に行った。 

また、絵巻を解説する図録を発行し、県内市町村の教育委員会や図書館等の関係者に配布した。 

 

● 平成３０年１１月１６日（金）～１８日（日）開催の芳藍祭で展示（藍の家２階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１１月１５日（木） 徳島新聞 

 

 

● 平成３１年２月９日（土）、徳島県主催の「藍サミット２０１９ in 徳島」で展示（徳島市ふれあい健康館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月２３日発行の図録 

藍の種まきから収穫、蒅（すくも）作りまでの各工程を解説 
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（６） 「とくしま藍の日記念シンポジウム」への参加 
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（７） 「藍サミット２０１９ in 徳島」への参加 
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作品、「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の紹介パネル等を展示して「藍」

の情報発信を行った。 

 

 

 

 

 

 

                    オープニングでの学生による書道パフォーマンスの様子 

 

                四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）のブース 

 

 

 

 

（５） 石井町教育委員会所蔵「藍農工作之風景略図（絵巻）」の複製・図録の発行 

石井町教育委員会所蔵の「蒅（すくも）」の製造工程を描いた絵巻を四国大学が写真撮影を行っ

た。そのデータを利用して「藍農工作之風景略図」の複製を制作した。また、この絵巻を紹介する展

示用のパネルを制作して、藍の情報発信を積極的に行った。 

また、絵巻を解説する図録を発行し、県内市町村の教育委員会や図書館等の関係者に配布した。 

 

● 平成３０年１１月１６日（金）～１８日（日）開催の芳藍祭で展示（藍の家２階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１１月１５日（木） 徳島新聞 

 

 

● 平成３１年２月９日（土）、徳島県主催の「藍サミット２０１９ in 徳島」で展示（徳島市ふれあい健康館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月２３日発行の図録 

藍の種まきから収穫、蒅（すくも）作りまでの各工程を解説 
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（１０） ＮＨＫラジオ「旅ラジ」公開放送で「阿波藍」の情報を発信 

平成３１年３月１３日（水）に四国大学でＮＨＫラジオ「旅ラジ」の公開放送が行われ、「四国大学研

究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の紹介を行い、「阿波藍」の情報を全国に発信した。 

ＮＨＫ徳島放送局宮﨑あずさアナウンサーがＭＣを務め、四国大学人間生活科学研究科４名の

院生が「食藍」について、生活科学科有内則子准教授が「藍染め」について、最後に徳島県庁の職

員の方が「阿波藍」について話をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１） 「四国大学研究ブランディング事業」紹介映像制作 

「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の紹介ビデオを制作した。

この事業の大きな柱である「藍染め」「食藍」「古文書」の各事業について、担当される四国

大学教員へのインタビューを中心にまとめた。 

ＳＵＢＡＲＵ事業紹介ビデオ（約６分） 

 

 

 

（８） 徳島インディゴソックスの選手がリストバンドの藍染を体験 

平成３１年２月１３日（水） 

四国大学「藍の家」で 

徳島インディゴソックスの選手がリストバンド 

の藍染に挑戦した。 

 

 

 

 

 

（９） 「藍に関する落語会」を開催 

平成３１年３月１２日（火）に四国大学で「藍に関する落語会」を開催し、１００名を超す参加者があ

った。 

平成２９年秋に真打に昇進した女流落語家柳亭こみち師匠をお招きして「藍染め」に関連のある

古典落語の名作「紺屋高尾」を披露していただいた。また、「阿波の紺屋を考える」と題して、日本文

学科須藤教授による解説もあった。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    須藤教授による解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「紺屋高尾」を演じている 

   柳亭こみち師匠 
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３．令和元年度 

「四国大学研究ブランディング事業（愛称：ＳＵＢＡＲＵ事業）」の活動を広報するため、イベントへの参

加やパネル展示等を積極的に行った。 

 

（１）徳島市での「トモニＳｕｎＳｕｎマーケット」へのブース出展 

令和元年５月１９日(日) 

「四国大学出張キャンパス in トモニＳｕｎＳｕｎマーケット」の一環として参加した。 

 

 

 

「藍」に親しんでもらうため、沈殿藍で作ったクレヨンでメッセージを書いてもらい、   

      参加者には、「藍の飴ちゃん」を進呈した。 

 

 

 

 

 

（１２） 「藍の花酵母を使用した日本酒」の醸造 

三好市にある三芳菊酒造株式会社の協力を得て、「藍の花から採った酵母」を使用した日本

酒を醸造した。四国大学短期大学部西堀教授と学生が仕込み工程を体験した。 

また、日本酒のラベルについては、生活科学科の学生がデザインし、「藍の花酵母」の文字を書

道文化学科の学生が揮毫した。 

 

 

 

三芳菊酒造株式会社の酒蔵で仕込み工程を体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

               

  

    出来上がった日本酒 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

    学生がデザインしたラベル                 学生による揮毫  
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